




仁淀川地区版

あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
！　

家
庭
菜
園

　
  

苗
作
り
中
の
管
理
の
良
し
あ
し
が
、
植
え
付
け
後
の

生
育
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
果
菜
類
で
は
、
苗
作

り
中
に
花
芽
分
化
が
起
こ
り
、
栄
養
生
長
と
生
殖
生

長
が
同
時
に
進
み
ま
す
。
葉
菜
類
で
は
種
ま
き
の
時

期
に
よ
っ
て
は
と
う
立
ち
が
問
題
と
な
り
、
収
穫
の
成

否
に
影
響
し
ま
す
。

﹇
育
苗
用
土
の
条
件
﹈　

　

限
ら
れ
た
用
土
で
良
い
苗
を
作
る
た
め
に
は
、
良
い
用

土
（
培
土
）
が
必
要
で
す
。

・
水
は
け
（
排
水
性
）
が
良
く
、
水
持
ち
（
保
水
性
）、

肥
持
ち
に
優
れ
る
こ
と
。

・
生
育
に
必
要
な
肥
料
養
分
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
含
み
、
酸

度
は
弱
酸
性
〜
中
性
（
p
H
5
・
8
〜
7
・
0
）
で

あ
る
こ
と
。

・
病
原
菌
、
害
虫
、
雑
草
種
子
を
含
ん
で
い
な
い
こ
と
。

・
土
質
が
均
一
で
安
価
、
し
か
も
入
手
し
や
す
い
こ
と
。

　

な
お
、
良
質
な
床
土
の
材
料
に
は
落
ち
葉
、
稲
わ
ら

な
ど
の
有
機
物
が
必
要
で
す
が
、
身
近
に
な
い
場
合

や
少
量
の
苗
作
り
で
は
、
市
販
品
の
利
用
が
簡
便
で

す
。
こ
れ
ら
の
用
土
は
、
組
成
が
均
一
で
病
害
虫
の
心

配
が
あ
り
ま
せ
ん
。

﹇
苗
作
り
中
の
管
理
﹈　

（
1
）
温
度

　

果
菜
類
で
は
生
長
促
進
と
花
芽
を
作
る
た
め
に
、
や
や

高
温
で
管
理
し
ま
す
。
果
菜
類
の
苗
作
り
は
気
温
の
低

い
季
節
と
な
る
の
で
、
暖
か
い
場
所
や
ト
ン
ネ
ル
内
の
育

苗
に
し
ま
す
（
表
1
）。

（
2
）
光

　

苗
作
り
で
は
十
分
な
光
が
必
要
で
す
が
、
春
夏
の
苗
作

り
で
は
光
が
強
過
ぎ
、
日
焼
け
を
起
こ
し
た
り
、
し
お

れ
が
生
じ
る
場
合
は
、
寒
冷
し
ゃ
な
ど
で
遮
光
し
ま
す
。

生
育
に
応
じ
て
苗
間
を
広
く
取
り
、
理
想
的
に
は
互
い

に
葉
先
が
触
れ
合
う
程
度
に
広
い
間
隔
を
取
る
と
良
い

で
し
ょ
う
。

（
3
）
水
分

　

セ
ル
ト
レ
ー
や
ポ
ッ
ト
育
苗
で
は
用
土
が
少
な
い
た
め
、

頻
繁
に
灌
水
（
か
ん
す
い
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
用

土
の
乾
き
具
合
を
灌
水
の
目
安
に
し
ま
す
が
、
ナ
ス
、

ピ
ー
マ
ン
、
キ
ュ
ウ
リ
で
は
灌
水
量
は
や
や
多
め
に
、
メ

ロ
ン
、
ト
マ
ト
で
は
や
や
少
な
め
に
灌
水
し
ま
す
。
し
か

し
、
苗
作
り
の
後
半
に
は
、
苗
の
徒
長
を
抑
え
る
た
め

に
や
や
乾
燥
気
味
に
管
理
し
ま
す
。

（
4
）
慣
ら
し

　

植
え
付
け
前
に
外
気
に
慣
ら
す
こ
と
を
馴
化
（
じ
ゅ
ん

か
。※
順
化
と
も
）
と
い
い
ま
す
。
手
入
れ
の
行
き
届

い
た
環
境
か
ら
気
象
の
影
響
の
大
き
い
畑
に
植
え
付
け

る
た
め
、
1
週
間
前
く
ら
い
か
ら
、
土
を
乾
き
気
味

に
し
て
、
十
分
に
光
を
当
て
て
や
り
ま
す
。　

（
5
）
植
え
付
け

　

果
菜
類
は
晩
霜
の
恐
れ
の
な
い
時
期
（
平
均
気
温
16
、

17
℃
以
上
）
を
目
安
に
、
逆
算
し
て
播
種
（
は
し
ゅ
）

日
を
決
め
ま
す
（
表
2
）。

﹇
良
い
苗
の
選
び
方
﹈

　

良
い
苗
を
購
入
す
る
に
は
、
次
の
点
に
注
意
し
て
選
び

ま
し
ょ
う
。

・
子
葉
が
付
き
、
茎
が
太
く
、
節
間
が
詰
ま
っ
て
下
葉
は

厚
く
、
緑
が
濃
く
が
っ
し
り
し
て
い
る
も
の
。

・
病
気
や
害
虫
が
付
い
て
い
な
い
も
の
。

・
ト
マ
ト
や
ナ
ス
で
は
、
膨
ら
ん
で
い
る
つ
ぼ
み
が
見
え
る

も
の
。

・
ト
マ
ト
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ナ
ス
な
ど
の
接
ぎ
木
苗
は
病
気
に

強
い
台
木
が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
、
値
段
が
少
々
高
く

て
も
作
り
や
す
い
。

・
ポ
ッ
ト
苗
で
は
根
が
発
達
し
、
根
鉢
が
完
成
し
て
い
る
も

の
（
図
1
）。

果
菜
苗
の
作
り
方
と
選
び
方

野
菜
作
り
は
苗
半
作

ためしてみ
て！！

イチオシ商
品

購買・直販店で取扱中！
（店舗によっては取り扱っていない場合も

ございます。ご了承ください）

＜材料＞（４人分）
・白玉粉…120g  ・エーコープ米こうじの甘酒（125ｍｌ）

＜コツ・ポイント＞
白玉があまったら、チャック付きの保存袋などに入れて冷凍可能です。食べるときは軽く茹で
て、お召し上がりください。

＜作り方＞
①ボールに白玉粉を入れて、少しずつ甘酒を入れながら練り混ぜる。
②生地が、耳たぶよりも少しかたいくらいになったら、小さくちぎって丸める。
③沸騰した湯に②を入れ、浮いてきたら1分茹でて冷水に取って完成！
④＜ぜんざい＞こしあん300ｇ、水300mlを火にかけて軽く煮立たせる。
   ＜そのほかにも＞きなこや黒みつをかけても◎

エーコープ
米こうじの甘酒

※

関
東
南
部
以
西
の
平
た
ん
地
を
基
準
に
記
事
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

園
芸
研
究
家
●
成
松
次
郎

ほんのり甘い、甘酒白玉

営農指導員
中山　大路

　土壌消毒を的確に行わなければ、農業経営の損失に大きく影響します。土壌消毒を的確に行うことで、次年度作付けショ
ウガの病害虫、雑草の徹底防除につながります。
　防除効果を高めるために重要視する点は気温です。厳寒期の気温が少しでも上昇する時期を狙って行うことが重要です。
　２月の平均気温はおよそ７℃で、３月になれば平均気温がおよそ10℃まで上昇します。平均気温が５～７℃といった、あま
りにも気温が低すぎる環境であれば、土壌中での薬剤の拡散が不十分です。さらに、古い被覆資材の使用についても、薬
剤が大気中へ抜けやすいため、十分な土壌消毒効果が期待できません。
　なお、土壌消毒を始める前に、ゴーグルや専用マスクの準備を行い、身の回りや近隣施設の安全を十分に考慮し、作業
事故のないように注意して下さい。

詳しくは本校ホームページをご覧ください。http://www.nogyo.tosa.pref.kochi.lg.jp

専修学校 高知県立農業大学校 後期学生募集のお知らせ

３月４日（火）

〒781-2128　吾川郡いの町波川234　TEL:088-892-3000　E-mail：160509@ken.pref.kochi.lg.jp
柔軟な支援体制で、就農や就職、進学まで学生ひとり一人に合った進路をサポートします。

ショウガ「土壌消毒」について
ショウガ栽培において、必要不可欠なのは「土壌消毒」です。

＜防除資材 主な資材 参考一覧＞
薬剤
・クロルピクリン  ・ドロクロール
・ソイリーン  ・バスアミド微粒剤

被覆資材 等
・農業用ポリエチレン  ・農業用ビニール
・チューブダクト（水まくら）

被覆中の様子①
被覆資材の内側に水滴がつ
く様子。効率的に薬剤を密
閉できている。

栽培中の様子②
効率的な土壌消毒により、初期成
育がスムーズで通路や畝間の雑草
が抑制されている。さらに、作業
効率が向上するメリットがある。

（出願期間１月29日～２月21日）後期募集

オープンキャンパス  ３月20日（木・祝）８:30～12:00
学校説明、実習体験、寮見学、等 ※予定の合わない方は個別対応をいたします。

経費等　入校料：5,650円、授業料：118,800円（年額）
　　　　 その他：150,000 円程度（年額）、食費：22,000 円程度（月額）

　　　     ※奨学金等各種支援制度もあります。

☆防除のポイント☆
１.収穫終了後の残渣をできる限り、腐熟促進させる。

２.風が強い日を避ける。（被覆資材が破れ作業性が低下するため）

３.土壌がカラカラに乾いていない、少々水分量を持った状態で行う。

　（薬剤の拡散を良好にするため）

４.平均気温が上がりやすい、２月下旬から３月上旬時期の施用で

　約20日間の被覆。

５.新規の農ポリ、農ビニールの使用。（見えないキズで薬剤の

   効率低下を避けるため）

６.ダクト（水枕）を圃場周囲や溝に敷き、風で飛ばないように

   注意する。

７.被覆期間は14日間から30日間を目安とする。

８.被覆資材を撤去し、ガス抜きを行う際、圃場を一度、降雨に

   あてる。（バスアミド微粒剤を使用している場合、定植後の

   萌芽期に薬害を起こす可能性があるため）

以上のポイントを参考に、効率的な生姜栽培を行いましょう。

交通案内  ＪＲ波川駅下車⇒徒歩5分

園芸学科（定員45人）
野菜、花き、果樹の栽培の他、農業機械の操作や整備、
生け花、農産物加工、マーケティングについても学べるコースです。

畜産学科（定員５人）
牛、豚、ニワトリなどの飼養管理の他、乳製品加工についても
学べるコースです。家畜人工授精師などの資格取得も目指せます。

仁淀川地区営農経済センターより




